
2024 年度コンプライアンス講習会 理解度確認テスト結果 

講習会実施日：2024 年 9 月 5 日(木)  回答者数：136 名(対象 136 名) 

 

 

1. ヘルシンキ宣言で提唱されたのはどれか。 

●正答：4.インフォームド・コンセント 

●誤答：1.リビングウィル、2.ヘルスプロモーション、3.ノーマライゼーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ベルモント 3 原則に含まれないのはどれか。 

●正答：3.安全管理 

●誤答：1.善行、2.公正、4.人格の尊重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●正答：132 名 

●誤答：4 名 

●正答：133 名 

●誤答：3 名 

正答 

正答 

誤答 4(2.9%) 

誤答 3(2.2%) 

133(97.8%) 

 

132(97.1%) 

 



3. 臨床研究の不正行為と言われ、頭文字を取って FFP と称されるものが 3 つある。それに含まれ

ないのはどれか。 

●正答：4.利益相反 

●誤答：1.捏造、2.盗用、3.改ざん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 文科省の公的研究費管理のガイドラインにおいて、不正防止対策強化の 3 本柱に含まれるの

はどれか 

●正答：4.すべて 

●誤答：1.意識改革、2.ガバナンスの強化、3.不正防止システムの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●正答：135 名 

●誤答：1 名 

●正答：129 名 

●誤答：7 名 

正答 

正答 

誤答 1(0.7%) 

誤答 7(5.1%) 

129(94.9%) 

 

135(99.3%) 

 



5. 利益相反についての記載で正しくないのはどれか。 

●正答：1.利益相反の存在自体が不正である 

●誤答：2.自主申告と第三者による審査で管理するのが良い、3.利益相反を開示して客観

的にどう見えるかが問題である、4.産学連携が推進されたので利益相反があるのは

珍しくない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 大学のコンプライアンス対策として必要なのはどれか 

●正答：5.すべて 

●誤答：1.コンプライアンス対策委員会を設ける、2.アクシデントやインシデントの収集分析を

行う、3.意見や苦情を拾う相談窓口を整える、4.研修会など職員全員で情報共有

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

●正答：130 名 

●誤答：6 名 

●正答：131 名 

●誤答：5 名 

正答 

正答 

誤答 6(4.5%) 

誤答 5(3.7%) 

131(96.3) 

 

130(95.5%) 

 


